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この説明書は、SBench6 デジタイザの基本機能の説明を行っています。 

必要なドライバ、Control Center、SBench6 が既にインストールされていることを前提に記述されています。 

 

１．PC を立ち上げた時の画面 

NETBOX と PCを LAN で接続し、NETBOX の電源と PC の電源を順に ON します。 

下記のような画面が表示されます。 

２．Spectrum Control Center を起動した時の画面 

Spectrum Control Center 画面を起動すると下記の画面が表示されます。 

 

 

Spectrum Control Center 

をクリック 



 

 

  

               

 
上記の方法で接続できない場合は、PCのインターネエトプロトコルを下記のように設定してください。 
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３．NETBOX を接続する画面（カードの場合は、この操作は不要） 

Netbox の電源を ON して、NET の Led が点灯するのを確かめて後、Netbox Discovery をクリックすると下記の画面が 

表示されます。 

４．NETBOX を接続した時の画面（カードの場合は、この操作は不要） 

Netbox Discovery をクリックして、接続された時の詳細画面です。 



 

 

 

 

前記の方法で接続できない場合は、TCP/IPv4の設定を下記のように設定してください。 
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５．SBench 6 の開始画面 

SBench6 をクリックすると下記の画面が表示されます。 

６．SBench６をスタートした時の画面 

SBench６をスタートすると、下記の Welcome 画面が表示されます。 

初期設定の場合、或いは Project を登録しない場合は、Cancel をクリックします。 

この場合は、Project 名は、~unknown と表示されます。 



 

 

3 

 

 

８．測定機能と測定波形（入力に信号を接続して、測定した時の波形） 

4 

７．登録済みの Project を使用する場合 
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９．Input Channels の設定画面（測定しない入力チャネルの設定） 

測定しない入力信号を選択（右クリック）し、Disable を選択します。 

１０．Input Channels の設定画面（測定する入力チャネルの設定） 

測定したい（表示したい）入力信号を右クリックし、Enable を選択します。 
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１１．Input Channels（入力チャネル毎に、入力抵抗（1MΩ）、カプリング、レンジを選択） 

入力チャネル毎に、入力抵抗（1MΩ）、カプリング、レンジの選択を行います。 

１２．Input Channels（入力チャネル毎に、入力抵抗（50Ω）、カプリング、レンジを選択） 

入力チャネル毎に、入力抵抗（50Ω）、カプリング、レンジの選択を行います。 
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１３．Input Channels（入力チャネル毎に、最速の入力パス（HF）、カプリング、レンジを選択） 

入力チャネル毎に、入力パス（HF）、カプリング、レンジの選択を行います。 

１４.スケーリング、ユーザ定義（任意）単位の設定と Offset の設定 

 

 

Offset の設定 
ユーザ定義単位及びス

ケーリングの設定 
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１６．Input Mode（測定モード）の選択 

測定（Record）モードを選択（StandardSingle, StandardMulti, StandardAverage 他）します。 

測定カードの種類によっては、BOX CAR Average（移動平均）機能が標準装備されています。 

 

 

Input Mode（測定モード）を選択 

 

 

１５．スケーリング結果の表示の例 

 

 

ユーザ設定単位 



 

 

１７．Input Mode（Memsize）の選択 

測定したいメモリサイズ（データ数）を選択します。 

１８.Input Mode（Pre-Trigger）の選択 

測定したい Pre-Trigger のデータ数を選択します。 

9 



１９.Input Mode（Post-Trigger）の選択 

測定したい P0st-Trigger のデータ数を選択します。 

２０．Clock（内部サンプリングレート）の選択 

測定したいサンプリングレートを選択します。 

インターリーブ機能を持つデジタイザの場合、使用しない入力チャネルをDisableすると、サンプリングレートの表示

が基の２倍になります。 

10 
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１６.Input Mode（Pre-Trigger）の選択 

測定したい Pre-Trigger のデータ数を選択します。 
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１８．Clock（内部サンプリングレート）の選択 

測定したいサンプリングレートを選択します。 

インターリーブ機能を持つデジタイザの場合、使用しない入力チャネルをDisableすると、基の２倍のサンプリングレ

ートが表示されます。 
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２１．Clock（外部クロックモード）の設定 

２２．トリガの設定（単一チャネルによるトリガの場合） 

トリガチャネルとトリガの種類、トリガレベルの設定を行います。 
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２３．トリガディレイの設定（トリガを検出して、指定サンプル数後にデータ収集（格納）を開始する） 

２４．チャネル０とチャネル１の“AND”トリガの例 

Ch0 のトリガ設定を行ないます。 

トリガモードの設定 

Multi hardware source 



、
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２５．チャネル０とチャネル１の“AND”トリガの例 

Ch1 のトリガ設定を行ないます。 

２６．トリガの設定（External トリガ、Trig0 と Trig１のコンビネーショントリガの例） 
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２７．測定データ表示例（測定データ“data2”を表示し、チャネルデータの表示を追加） 

表示グラフにチャネルデータの追加、削除が可能 

 

 

２８．測定データ表示例（カーソル位置のデータの表示可能） 

  

 

測定データをグラフに追加、

削除可能（クリックして移動） 

Info 画面に、カーソル

位置のデータを表示 
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Cursor を設定して、チャネ

ルと Cursorの対応を固定 



 

２９．Project の設定（ファイル名と格納場所） 

Project 名とその格納場所を入力します。 

３０．Project の設定と登録（データファイル名と格納方法） 

収集データのファイル名の入力と格納方法を選択します。 

15 
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３１．Project の設定と登録（演算がある場合の演算タイミングの選択） 

データ格納時の、収集データ演算に関しての方法を設定する。 

３２．格納された Project ファイルの例 
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３３．格納された Project ファイルの内容 

３４．格納されたデータファイルの例 


